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吉田格 縄文文化研究の業績
～吉田格コレクション～

ユエス学博わ蕉



ごあいさつ

立正大学博物館の貴重な収蔵資料として “吉田格コレクション"が あります。

吉田格氏は、昭和 13(1938)年立正大学専門部歴史地理科に入学され、昭和 16

(1941)年 操上卒業されております。昭和 17(1942)年 には歩兵第 42・鳥取連

隊入隊、昭和 21(1946)年 山口県仙崎港に帰還し除隊されております。同年 9

月に日本考古学研究所研究員となり、各地の縄文時代遺跡の発掘調査を行われま

した。中でも、茨城県花輪台貝塚、神奈川県称名寺貝塚の調査は大きな成果を挙げ、

現在いずれも縄文時代早期と後期の標式遺跡として知られています。その後も考

古学界に様々なご尽力をされ、平成 18年 3月 に逝去されました。

今回、新たに吉田格氏の資料 (写真 ・図版 ・書籍など)の 寄贈を受け、改めて

吉田先生の業績を振り返り、関連資料の展示をします。特に基準資料である花輪

台貝塚、称名寺貝塚出土の資料を中心に展示します。

平成 20年 11月

館長 池上 悟
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組吉田格コレクショシ]
「ri 格コレクションJは  占 格氏が,'i

接 ililけてきた膨大な発枷1資本Iを ご自身の

11■校でもある|111大学に侑贈して「れ たヽ紹せ

文‖寺代を |しこ、としたrt iな資κIです.

なかでも、イと輸台只1家 称7,I只 塚の出 :

資料は

'利

I酪氏によつてi2定さイ■た標,識「器
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してriいたものです.

本11主に これまでのItFlにlJえ |‖11格

氏 rl蔵の'メ真 ほ版 メ:需などをご遺lllの方

から,郎1を受けました.今 11改めてr‖脇 氏

の業紀:を紹介していきたいと,よいま|

首田格先生近影
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■国苦田格コレクション」媚目D
1花 輪 台 貝 塚 蕨 嗜県北櫓馬都利根町早尾】

7t輪台貝塚は、小貝川が利llK川に合流する

河口付近のた岸の台地上に所在します。当貝

塚より束約 2 2kmに立木具塚が所在します。

昭和 21年 9月 に日本考古学101究所が「f7設

され、第 1次 調査として花輪台 A貝 塚 (第

1号竪穴住居跡)が 調査されました。第 1次

調査の資料は、河i長のジェラー ド グロー ド

神父の帰国にともなって南山大学に寄1曽され

ました。昭和 23年 11月 から 12月 にかけ

て第 2次 調査が行われ 4軒 の竪六イヤ居跡と

1車Fの竪六状遺構が発見されました。

第 2次 調査の結果、第 4号 住居跡を除く

総ての竪穴住居跡の覆t中 に貝層が確1認され

ました。住居跡は、環状に構成され、出土Ji

tl■より第 1 4号 →第 2 3号 →第 5号 住居

跡の順に構築されたと考えられます。また、

第 6号 堅穴状遺構を小型の住居ととらえる

と第 1 4号 と・l時

'llに

なります。

調査風景
(第漱 調査 ●・18年 2月ヽ 2 3 4 '号 住居跡全景 住居跡実刑の

日本勇 嵯)と 市原寿文 1右
'氏

 芹沢長介氏撮影 )

吉m格 氏は 住居跡ごとの十器の日IJl状

況から、撚糸文と無文上器を多く出■する第

1 4 6号 住居跡出十の十器|・rを花輪台 1

式 無支と沈線文を多く出上する第 2 3

5号 住居跡の上器rFをイビ輪台Ⅱ式と設定しま

した。り

`在

では 撚糸文系土器 (第I様式か

ら第V様 式)の なかの第5様式として捉えら

れており、撚糸支系十器が各lL以で様々な地

方型式が出来た中の一つの型式として考えら

れ イと輪台式として下総台lL中央部から茨城

方面にかけてのよLl・kで発達した上器群として

考えれています.

花輪台貝例立置図

第 1号 住居跡全員

第 2号 住居跡内貝層出土状況



螂糸文 取 が多く出土し鵡 躊

■ 紋融が多く出土し赫躊

第1号旬書跡
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花輪台貝塚の竪穴住居跡の分布図及び実測図



第 2号 1=F町 ヽ甲属出土土器

勇 4号 住居卦内貝層出土土翠
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花綺台貝マ出土石難 i=輸台員蘇出上[り 石斧



2城 ノ 台 北 貝 塚 lF葉県香取市J現 川臓 ノ台】

城ノ台Jと貝塚は 利根川下流域、河口部か

ら約 25km上 流の右岸の台地縁辺部に位置

します。貝塚は 舌状台lL上のJとと南に所在

します。

当貝塚は、全国的にも数少ない縄文時代早

期の貝塚で、多くの研究者たちによって調査

が行われています。古田格氏は、昭rn 24年

11月 に第 1回、昭和 25年 10月 に第 2回

の調査を行い、1区から4`ま での地点を調

査しています。

その結果、上層の純貝層 (I層 )か らr母

口式土器、その下の上部混土貝層 (Π・Ш・

IIlド層)か ら田戸上層式上器 下部混J=貝層

(Ⅳ層)か ら田戸下層式十器わ

"‖

十し、回戸

ド層式→田戸 LFl人→子LI口式土器の層ll的

編年を確認しました。この層位的事例は戦後

の組文時代早期における研究の指標となりま

した。

貝塚は、ハマクリを主体とする献水産の貝

で構成され、獣骨はシカ タヌキが多く日IJl

しています。また、石器類はほとんど出土せ

ず、敵石 2点  磨石 1点のみの出上です。
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城ノ台北貝塚土層断面図

「石器時代,薇1号(3痢 ,0年,
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城 ノ台北員塚分布図
|も盤鶴代 鷲,,(昭 和,o年)
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3称 名 寺 貝 塚 い̈ 叶高

“

肛ヽ仲Wη6¬何鵬】

称名寺只塚は、神奈川県lll浜‖i金沢κ金沢

‖Tの称名十境内及びその川辺に分布する貝塚

で A～ Iの 9詢 所の,t塚群が調査されてい

ます。

占 I酪氏は 昭和 26年 2月 に A只 塚 B

只塚を、昭和 32角:9月 に B只 塚 ・C,t塚

G具 塚 (,[戸時代 )を  昭莉 41年 3月 に D

,t塚をヨH査しています。

A B貝 塚は、1′1和26年 2,118日 より6

‖1にわたり 「I本考占学協会のltL文部会と

して発掘調査が行われ '“莉1321:9月 28

日より 10月 2日 にわたり武測 l文化17j会

東京都公州lll会共lLのもとに第 2次 調査 (B

C C貝 塚)が 行われました。また 昭和 41

年 3月 4「Iより8「Iまで武蔵野文化協会

東京都公 村協会共11て D貝 塚の調査が行わ

れました。

称名寺具塚では pllめて多くの獣イサが‖111

じ |キにイルカの十:などが多いです。また十i

′1器の針 ヤス 釣£「、■製錘などが多く出

十していることから 漁榜が1:んに行われて

いたことがイ司えます。

3貝塚調査風景

称名寺貝塚調査ステツフ

称名寺貝塚位置図

A貝 塚調査風景

称名寺A貝 塚8地 区貝層断面



称名寺貝塚貝層断面図

O                              I‖

一称名寺 A員 塚貝層ll・面図

1東 京都武蔵野郷上館銅査9告 書 ハ 1冊 ―横浜
市打名寺員塚― 1昭和 =5年 ,よ リー部加●転載,

称名 寺 3貝 塚 貝層断 面図

`東
京都武蔵野燿土館調査報告 颯 第 1冊 ―横浜

市称Ъ寺貝写― 1昭 i`3∫年|よ リー師,0筆●●破|

称 名寺 (貝 塚 貝層断 面図

1東 京都武晨野郷土館調査報 _●E第 1冊 ―枷ニ
市柿名寺貝5- 1昭 和

'5年 'よ
リー:珈 騒転戦|

称名寺 8貝 塚貝層断面写真



―
称名寺貝塚出土土器は、昭和 35(1960)

年吉田格によって、称名寺式土器として縄文

時代後期初頭 (B C 2500年ごろ)の 土器群

の基準土器として設定されました。

吉口格氏は、A貝 塚出土の太い沈線で弧線

やS字状の文様を描き磨消縄文を有する土器

群を第 1群、B貝塚出土の磨消縄文の代わり

■■■■目躊出土土器

に刺突の列点や刻みを施す土器群を第 2群

とし、両者をまとめて称名寺式としました。

その特徴は、「JJ字 状や 「SJ字 状の渦巻

文を描くところにあります。

現在、称名寺式土器はlll分され、 I式 を 5

段階、■式を7段 階に細分されています。

深鉢土器
(称名寺 1式 書宙2,Юcm)

深鉢土薔
(称名寺 1式 残存富 225`m)

深

“

■ll
(称名寺1式 田■251`m)

深絆土器
(称名寺 1式 残存高 25tm)

:

深鮭 8
(称名寺 1式 器お あ 8cm)

深鉢土田疇  (口鎌詢
(称名寺 1式 残存高上&∝m/下 79m)

|

洩鉢土薔
(称名寺 1式 器お295てm)

深鉢土器
(称名寺 1式 残高壼115Юrm)

深●■ll
(堀之内‖式 薔商 1lЮcm)



嗣名寺B貝 塚出土土器

深鉢土器
(称名寺‖式 器高 27∝m)

深鉢土器
(称名寺 ‖式 器高410(m)

深鉢土器
輌 之内 1式 器高 203てm)

深鉢土器
(称名寺 ‖式 器高 251でい,

深鉢土器
(称名寺 ‖式 器高26,cm)

深摯土器
(称名寺 ‖式 器高 291(m)

深鉢土器
(称名寺 ‖式 器高295てm)

深鉢土器
(称名寺‖式 器高 30 9cm)

浅鉢土器
(堀之内 1式 器高 143`m)

"杉

土器
1称名寺‖式 器高 :50(m)

12

鉢形土器
(称名寺 ‖式 器高 275(m)



|1名寺貝5出 土■角暑F 貝「1 土黎片篭

||,



4赤 塚 城 l■貝 塚 疎 京都板掲区赤塚 5丁 目】

赤塚卿 [貝塚は 荒川渓谷の左岸 に子

川谷の出口谷と赤塚束谷に挟まれた 標高

250～ 275mの 舌状台地の緩斜面に所在し

ます。貝塚は 調査当時南債Jと西側の 2箇

「Tが確認されていましたが 西側はすでに舌L

llされてお り tl l lもすでに 3分 の 1が 発

掘され残ってぃませんでした。

7ξ掘調査は 昭和 35年 3月 1日 ～ 5日

にわたって行われました。調査の結果、紺L文

時代後期の加1曽利 B式 ～颯之内口式上器を

出土する貝塚であることが確認されました.

貝塚は、ハマグリ ヤマ トシジミを最も多

く出Jlし、獣月ではシヵ ィノンシ イヌが

少量確認されただけでした.骨 Fll tl.はヤス

牙玉が出上し、特に牙王はイヌの人歯を両側

から穴を IIけたもので、部内の貝塚例では珍

しいものです。

深鉢土器
(堀之内‖式 残存高 ,12(m)

深鉢土器
閉 之内 ‖式 器高22 5cm)

注口土器
∽ 之内 1式 残存■ 3,てm)

深鉢土器
嘲 之内 1式 器高31`cm)

赤塚城址貝塚位置図

赤塚城ll貝塚出土退物

深鉢土器
(堀之内 1式 器高 313●m)

14



深鉢土器
(加曽利 31式  残存高 86∝ m)

壺形土器

輌 之内 1式 器高さ 1,2`m)

深鉢土器

嘲 之内 1式 器政 ,4`m)

深鉢土器
(堀之内 1式 器高402(m)

15

深鉢上器
(堀之内 1式 器高46 8cm)



51て ,召音隕

"F,東

京都大口区o□ 調市本町37～ 30】

ド沼部員塚は 多摩川の左岸下流域のIFiヽ

約 200mの 舌状台地の台地 「斜面に位置し

ています。南Jとに長い 160～ 19omの 桁 ]

形を :ヽする人員塚です.

下沼部具塚は り」治 26(1893)年 4月  人

類学lll,■1第 8巻 第 85号 に,「上喜久治 ・鳥

ll iヒ蔵が 「只塚 Lケ所の記Jを 発表したこと

により、学界にkllられる事になりました。そ

の後 鳥1」龍蔵 内山九二l・により 「武蔵 t

件原′

"調

4i村ロド沼部只塚J(1人 ll学雑:ま‐

第 8巻 第 86号 )が 発表され 獣1サが多itに

11にする貝塚として報告しています。またll

治11イヽの小 ll家、江見水陰 (り1治 2年 ～ lrl

rl1 9年)の 考ri探検記 :地底探検記, 考li

学小 ll十二千年前:などにllkりLげられます。

占H格 氏は 昭和 12年 ごろから ド7召部只

塚を訪れ、昭rn 16年にはF本 占代文化学会

終1文許
`会

の,14:として貝塚の2ЧI●l A IL点、

貝塚Jヒllの具層の残存訂
`分

を B lL点として

調査を行っています。

調査の結果 A地 点は組文時代晩期の安行

Ⅲc式上器が、B地 点は紺1文1キイヽ後lllの加曽

利 B式 安行式、lt川の安行皿a・Ⅲb,(L2,

大洞 B― c式 上器が確認されました。

特にAlし,tからは多| のヽイノシシの管が

1日[Lしています。

下沼部員夕位園図

昭和6年 頃の下沼部員塚

下落II隕塚調査風景

下沼部貝塚土器出土状況
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深鉢土彗
(安行‖d式 薔高40 0cm)

注口土冊
(安行‖o式 器商 185m)

残蝉爛
(大洞BC式  器壽91km)

壽
(安行‖a式 器高20Bcm)

繊
(,け ‖a式 辮 高1■7でm)

´
　

　

　

　

　

′

卿 形蝸
(残存お37(m)

●
頭曇

深鉢土番
(安行‖a式 器高27 3cm)

渉 理
(安行‖d式  器高6 7cm)
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6表 谷 東 貝 塚  【様
"県

横満 港北区薇原lιl丁目】

表谷束只塚は 鳥山川が鶴見川に合流する

地点のl■岸台地上に位置します。谷戸を挟ん

で北東約 600mの ところに菊名貝塚が所在

します。

占H格 氏は、昭和 14年 1月 に酒..仲男

江坂輝粥氏等の脇力を得て 4Π 間にわたり

・・l査を行いました。その結果、ltt文時代前川

の黒浜式より諸磯 a式の移行,切と考えられる

竪穴住居跡 11Tが検出されました。遺物は、

多量の上器以外には■ ″石製石鏃 1点、表

採による軽●製浮 rのみカツ1111しているだけ

です。十器は /11状黎せ文が全而に施された黒

浜式上器と、斜縄文 竹管文の施された諸磯

a式 十器が出上しています。

検Hlされた住居跡は、4m四 方の小型のも

のです。炉は束Jヒ側壁よりにあり、周溝は不

深鉢土器
(諸礎,式  残存高 163(m)

整形を呈し人小 14本ある柱穴の半数が周溝

内で見つかっています。また、柱穴の中に大

型_L器片が埋められた状態で検‖lされ ltの

綺河螢のためのものと考えられています。

深鉢土器
(諸破a式 残存高298(m)

深鉢土器
(諸磯

`式
残存高 15 4cm)

表谷東貝塚位置図

深鉢土器
(諸磯 o式  残存高 20■ m,

18



7憤 橋 貝 塚 l・F葉県千葉市花月 1区きつきが丘〕

lll橋貝塚は、花見川左岸の支谷最奥部の台

地 卜に位置します。遺跡のltl辺は宅地造成に

よりほとんど日地形が残されていませんが、

憤橋貝塚貝層部分がFr・和 56年 に国指定史跡

となり FH.在貝塚は遺跡公回として保存され

ています。

古Hl格氏は、昭和 22 23年 に数回にわた

り調●を行っています。その結果、紹1文時代

後期の堀之内Ⅱ式から晩期の安行nl a式まで

の上器が検出されました。

具塚は、オキアサリ ■サゴ ハマクリを

主とする主馘貝塚で、30種 類の貝類が確認

されています。また、貝層下において珈之内

式期の住居助も検出されています。

注口土器
(安行 1式 器高22 km,

耳栓

ｌ

¨

深鉢土器
(堀之内 1式 器高 ,1,`m)

深鉢土器
(安行 1式 器高24``m)

薇橋員塚位置国

J月 硼 片
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8伊 藤圭介蒐集石器

我力ヽ 1最lllのコIF卜,「にして本l'γ者とし

て′名な(■藤 :介 (1803～ 19o2年 )は

′|くして本l''′(卜としてヽ,日となるrlril l

at物につぃて
"1■

する IJ伝 ,(の学,1)を学び

その後に111奇|l11:のヽ 師であった ドィッ人

PFVシ ーボル トにmiりしました.

シーボル トは 本::|:中に 我か 月には1

する各極の参考資料を経って報tiしています

が f′}‖「介にもk政 11(1828)0■ こ「勾

に考Jを lL:tさせ 木 |ィル;1の',41,tをネ′1介し

ています

り

'治

41:υ,k部 省,投|′1後 同 6年 に

木

“

llよ の編集に従 1:し りl治9年 には
~芙

濃部コ :‖1か,1行されました 11ハ i巻

の■物‖
"こ

は r,"レ ィ,弛lIのriイトの11文が

4枚 f ll改されています.

第 1却 こは 「I斧  ヵミノマサカリ 濃

り||||“IⅢ
'lLと

して|"りtri斧のさまさまな,彰

態を示 し itく 第 2× では 「1:斧 1,僣

`l ltl同 : ,(よ 用
`々

r"|と して両デiril`: ィ,

,`i枠 をあげ `i lJとしてィi製世造″ rを ツ

ホしています 第 44は 「,(1,之食ILt_て・方

: 漑,11諸|」rl 拍 とぁり ,1■ 尖ゴ′ヽなど

の1晰×が,こられます

こ′)ように   イて,I1/7よ  ||こも

“

召介きオヽ

た

`iHttmま
 ,〔戸I十代の苑人の保4'を知る :

でも',4吏|:|,|めて 重要な資11です

伊藤圭介菟集石器
:ζ外F,,破 |=8てい 1ヽ12221¨|

11A A^A4
メ ヘ lt^人 =^八

Aハ Aハ 4 AA4

^AA4AA,ハ々
^^へ

A■ よそ

伊藤圭介蒐実石器
1範外形,k,31m X襴 22■ml

日本産力志 ■ =官lJ上 をt拘 =F,3載の石翠

伊 藤圭 介■■ 石器

市外形 1左 城 |,6て,x柿 22■ ●、
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器編年表

東日本縄文土器編年表

※■■■■■■ 古田格氏設定凛式上魯
(4琳連餞編著 rぉ■ 饉文■8J(ア ム プロモーション 2∞ 8年 3月)よ ツー都加=IFO
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占田18氏と垣子ス人
手,`■ [■■人字考古ギ■,て

吉田格氏略年譜

大正 9年 3月 3日 弓取県八頭郡大伊村 1現八,,EⅢ 大字下野 464■ 1也にて 古田辰次 世つの次男として生議れる

大 正 ]2年 3月 東京●1艘 SIF l現 0し区1滝 野川町中里に転出

昭 和 7年 3月 滝野11J 学ヽ校卒業

4月 ll立京華中学校 入学

昭 和 12年 3月 世田谷中学校卒業

咽 :]13年 3月 立正大学諄13部歴史地理科入学

昭 和 16年 12月 立正大学歴史地理科 専門部操上卒実

昭 和 17年 2月 b召  歩兵鳥取第 42連 は入ll

昭 和 21年 9月 日本考古学研究所研究員となる

昭 和 23年 4月 武蔵野郷土館設立に参画 武蔵野文化|1会は員と●.る

1]局 日本考古学協会会員となる

昭 和 26年 7月 武蔵野文化協会考古学部合 1日1発 足 代表となり 考古学ノー ト のlJ行を閂,さ

昭 和 29年 1月 記蔵野郷土館開館 武蔵野文イし協会を退職し 同時に東京都より武蔵5郷 土館非常助調査員を,“ される

1月 26日 後藤守-1,士 の蝶酌により 小武道子と格

']
昭 和 30年 6月 :武蔵野の石器時代 か武蔵野文化協会より出版される

昭 和 33年 7月 東京都主事に任命される

昭 I1043年 4月 東京学芸大学教育学8[詢師を兼i壬する

昭 和 45年 4月 立正大学文学部講師を兼任する (～ 鍋和 48年 3月
'

昭 和 46年 7月 式蔵野文化協会考古学部会を再発足し 代長となる

昭 和 48年 3月 間東の石器時代 が雄山閣から出版される

昭 和 S2年 6月 武蔵野文化協会の理事となる (～ 昭和 63年 6月 |

昭 和 55年 3月 塁暦を迎え 東京都を退職

4月 立正大学文字部講師となる (～ 昭和 62年
'月

)

5月 コ分寺市文化財保護審議会委員および市史編策委員を委嘱される

9月 三疇市文化財専門委員 調査□長に委嘱される

iO月 :吉日先生略年表 著作目録 :か 武蔵野文化協会考古学部会より千1行される

昭 和 57年 4月 目黒区文イヒ財保:1審議会委員を委嘱される

昭 和 61年 10月 東京都文イ動 労賞を授与される

昭 和 63年 7月 武蔵野文lL協 会の常任理事 となる

F成 2年 3月 1吉日 格コレクション～考古資I掴 録～ か立正大学学□より出版される

弔 成 4年 10月 目黒区自治功労賞を授与さllる

口 月 拭 蔵野の考古学～吉田格先生古稀記念論文集～iが 吉田格先生古稀記念論文集子り行会より〕riさ れる

Ⅲ成 18年 4月 逝去 (享年 86歳 )
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